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 2023年度秋期調査は、2023年8⽉1⽇から2023年9⽉30⽇までの期間に実施されました。全国109ヶ所
（暫定値）のサイトで調査を実施し、このうち⼀⻫調査（2022年9⽉17⽇を基準⽇とした前後１週間の調
査）には96サイトが参加しました。⼀⻫調査期間では、シギ・チドリ類45種6,213⽻のほか、へラサギ2⽻、クロツ
ラヘラサギ24⽻が記録されました。秋期の全サイトの最⼤個体数（調査期間内に記録された各種個体数の最⼤
値）の合計は、シギ・チドリ類52種23,864⽻のほか、ヘラサギ9⽻、クロツラヘラサギ133⽻、ズグロカモメ7⽻でし
た。 
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全国109ヶ所のサイトで実施 

Fig.２.  2023年度秋期調査における種構成比 

 個体数 

 2000年度秋期以降の「全サイト」と「継続サイト
（2000年から調査を継続しているサイト）」のそれぞ
れの最⼤個体数の合計を、ヒレアシシギ類（年次変動
が⼤きく、海上⽣活者であるため）を除いてグラフに⽰
しました（Fig.1）。全サイトには廃⽌済のサイト・新規
サイトが含まれるため、継続サイトとは傾向が異なる場
合があります。調査年の実績を⽰すために全サイトを、
経年変化を把握するために継続サイトを解析していま
す。最⼤個体数の合計を前年度秋期と⽐べると、全サ
イトでは369⽻増加し23,832⽻、継続サイトではほぼ
変わらず、32⽻減少して15,277⽻となりました（前年
⽐、全サイトで1.5％増、継続サイトで0.2％減）。個

体数は、全サイト・継続サイトともに、前年⽐で⼤きな増減はなく、全
サイトでは減少傾向、継続サイトではほぼ安定傾向となっています。 

 2023年度秋期調査におけるシギ・チドリ類の種構成⽐をみると、
個体数上位は、ハマシギ（12.8%）、トウネン（12.7%）、ソリハ
シシギ（12.0%）で（Fig.2）、上位3種の優占度はあまり変わり
ませんでした。キアシシギ、ミユビシギ、ダイゼンが続き、ここ3年ほどは、
1〜3位グループと4〜６位グループに分かれています（Fig.3）。以
前は上位３位以内だったキアシシギが、４〜６位に下がってきていま
す。また、越冬種のハマシギやアオアシシギが秋期の順位で上昇傾向
にあり、冬期の越冬分布に変化している可能性があります。 

ハマシギ、トウネン、ソリハシシギが同率で優占 

その他 

年度 
Fig.１.秋期調査における全サイトと継続サイトの最大個体数合計の

推移 （2000年度から2023年度の全サイトN=161,継続サイト

N=40） 年次変動の大きい海上生活者のヒレアシシギ類は除外。 

前年に⽐べ個体数の⼤きな変化なし 
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  種別最⼤個体数の前年⽐較では、キアシシギの増
加数が最も⼤きく、383⽻（約21％増）増加してい
ました（Table１左表）。続いて、メダイチドリ、トウネ
ンが、300⽻以上増加していました。最も増加率が⾼
かったのはミヤコドリで、約3.5倍の個体数となっていまし
た。ミヤコドリも主に越冬種であるため、渡来が早まって
いる可能性があります。減少数の多い種では、オバシギ
が約1/3に減少、チュウシャクシギが半減、ハマシギ、ダ
イゼンも減少するなど、主に⼲潟で観察される種の減
少が⽬⽴ちました（Table１右表）。 

⼲潟に⽣息するシギが減少 
Mar. 2024 
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位

 

Fig.３. 2023年度秋期調査における最大個体数上位10種の順位の

変化（2000年度から2023年度） 
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Table１.  2023年度秋期 種別の最大個体数の前年度差  左：増加数上位5種、 右：減少数上位5種 

Table２.  2023年度秋期 種別の最大個体数 上位10サイト 

個体数 Fig.4. 大授搦の秋期調査

における最大個体数の

記録の変化傾向（2000

年度から2023年度） 

 50⽻以上観察されたサイトのうち最も個体数が多かっ
たサイトは例年と同じく⼤授搦（佐賀県︓有明海）と
なり、以下、⾵蓮湖（熊本県）、野付・尾岱沼（北
海道）、⽩川河⼝（熊本県）、球磨川河⼝（熊
本）の順でした（Table2）。⼤授搦は、2000年以
降全調査で最も個体数の多いサイトとであり、多くの上
位サイトの個体数が減少傾向にあるなか、増加傾向に
あり（Fig.３）、⼀局に集中する傾向にあります。 

⼤授搦サイトへの集中傾向 


